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＜連絡事項＞

· 青明舎より10/29、11：30～川村ススム様、青明舎スタッフ付き添いで施設見学あり。

· 10/26八戸高専学園祭にて花火の打ち上げがあり、青陽館にてスタッフ対象の花火観覧会を予定しているため3階の掃除を行なうこと。

· 気候が寒くなってきたため、トイレの便座暖房を使用する事が多くなっている。業務終了後、便座のスイッチを確認すること。床暖の使用開始を予定している。

· 通所のクリスマス会を企画するため、ミーティング時メンバーから実施内容の希望をとること。

＜外来情報＞

· 奥山以衣子様～便秘あり、シンラック1本処方。本人「ご飯少なく盛りすぎかな」と話している。

· 中居美津子様～足の痛みはまだある。神山様のことについて気になると話している。

· 上久保善朗様～10/27から一週間外泊し、ごぼう掘りを行なう予定。

· 大久保康弘様～10時間睡眠をとった。他は変わりないとのこと。

· 柳町　信之様～上手くいっていると思う。少し便秘気味。

· 上岩　英治様～19日から微熱あり、PL3日分処方。

· 鹿原　博夫様～時々パン作りで失敗する事もある。

· 前野　義勝様～赤田外科受診してきた。精神的に調子が悪い。ランチ休んでいる。ストレスはかかっていない。

· 鈴木恵美子様～血圧114/60mmHg。11/12あすなろ会参加する予定。

· 富田　紀子様～お金の件について「ある日もらっていないことに気が付いた」と話している。11/6インフルエンザワクチン予防接種予定。

· 平　康子　様～体重66kg。10月始めより１kg減少。次回採血予定。

· 長瀬紘一郎様～明日平和病院受診予定。

· 山田　健次様～朝起きるのが大変になってきた。

· 中居　松男様～20時に寝ている。あすなろ会は行こうか迷っている。

· 船場　幸子様～薬飲むとちょっと眠くなる。少しふらつきあるけど大丈夫。

＜通所利用者様情報＞

・繁名　和恵様～昨日の夜から体調不良であるとのことで、本日デイケアに遅れて来所されている。こちらからの話しかけに対して反応が薄く、不調の訴えは続いている。

・高橋　百壽様～肋間神経痛の既往があるが、2、3日前から痛みがあるとの事で、本日八戸日赤十字病院受診のため欠席している。

・田向　玲美様～「デイケアは楽しくなってきているので利用したいが、最近細越さんにストレスを感じる」という訴えがある。プログラム中一緒に参加している細越様が話し続けることにより自分の意見を話すことができないことにストレスを感じているとのこと。スタッフからは自分なりに対処法を考え、実践してみるように伝えている。その他の問題として「時々幻聴があること」「すぐ人を疑ってしまうこと」について話している。

・其田　淑子様～右上部恥丘部に表皮剥離、発赤、異物感あり、痛みはないとのことで明日八戸赤十字病院皮膚科受診の為欠席。

・高橋　洋子様～昨日15：35両下肢の痺れ、腹部の不快感の訴えあり。血圧173/102mmHg、脈拍96で経過。担当医へ報告している。担当医からは受診の必要はなし、体調が悪いようであれば早めに帰宅するように指示がある。

＜事例検討会議＞

繁名　和恵様・統合失調症・44歳

（検討内容）最近の問題と対応について

問題点

1 デイケア利用時の不定愁訴が多く、便秘時や生理時など身体状況を誇大に捉えてしまうことがある。体調不良時はデイケアの早退、欠席の訴え、静養室で休むといった場合が多く、他科受診して薬に頼ってしまうという傾向もみられる。本人は「デイケアに来たくないわけではない」とのこと。

（青山荘からの情報）

朝デイケアへ行く際に不定愁訴が多くみられる。普段の生活ではあまりみられない。「朝が弱い」ということを本人は訴えており、日中は静養している事が多い。

2 来年の2月で青山荘入所3年目ということで退所を控えている。本人は退所後の生活について「アパートの契約はどうしたらよいのか」「外との関わりについて」「何が必要なのかイメージできない」「また入院してしまうのではないか」などの不安を話している。そのことが漠然とした大きな不安となり、体調不良へとつながっている。

（青山荘からの情報）

退所に向けて本人を交えて検討中。

3 当院と八戸赤十字病院から薬が二重に処方されていることもあり、かかりつけ医を青南病院へ移すように担当医から勧められているが、本人はかかりつけ医の変更を拒否している。

（青山荘からの情報）

以前二重服薬があり、スタッフの一部管理があったが、最近は自己管理を行なっている。

対応

1 興味のある作業などの活動を通じて意識を外部に向けるように促していく。問題を解決できるようにスタッフと一緒に考える。

2 本人が退所に向けての不安を訴えたときは青山荘へ情報提供する。

3 青山荘スタッフが本人と相談し青南病院への転院を勧めていく。










